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大崎市鳥獣被害防止計画

＜連絡先＞

担 当 部 署 名 大崎市産業経済部農村環境整備課
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計画作成年度 令和６年度

計 画 主 体 大 崎 市
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１．対象鳥獣の種類，被害防止計画の期間及び対象地域

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（令和５年度）

（２）被害の傾向

対象鳥獣

ニホンザル，ツキノワグマ，イノシシ，二ホンジカ，タヌキ，ハク

ビシン，ハシブトガラス，ハシボソガラス，カルガモ，スズメ，カ

ワウ

計画期間 令和７年度～令和９年度

対象地域 宮城県大崎市

鳥獣の種類 被害の現状
備考

品 目 被害数値

ニホンザル 野菜等
被害面積 ａ

被害金額 千円

ツキノワグマ
水稲，果樹，飼料作物，

野菜

被害面積 99.0ａ

被害金額 426 千円

イノシシ 水稲，飼料作物，野菜
被害面積 562.0ａ

被害金額 5,738 千円

二ホンジカ 水稲，果樹，野菜
被害面積 ａ

被害金額 千円

タヌキ 野菜等
被害面積 ａ

被害金額 千円

ハクビシン 果樹，野菜
被害面積 4ａ

被害金額 50千円

ハシブトガラス

ハシボソガラス

カルガモ

スズメ

小麦，豆類，果樹
被害面積 61.0ａ

被害金額 636千円

カワウ
アユ，ヤマメ，ウグイ，

サケ等

被 害 量 567 ㎏

被害金額 780千円

・ニホンザル

本市においては平成 23 年度以降，群れの生息は確認されていないが，令和 2年・3 年

に被害が発生しており，近隣市町村からの群れの移動により今後出没する可能性があ

る。

・ツキノワグマ

市内全域で確認されており，出没回数も年々増加傾向にある。被害はデントコーン・

子実用トウモロコシ等の飼料作物が最も多く，果樹や野菜，養魚や養鶏等の被害もあ

り，人家周辺での目撃情報も増え，人身被害も懸念される。

・イノシシ
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（３）被害の軽減目標

※目標値は現状値の８０％程度とする。

（４）従来講じてきた被害防止対策

個体数の増加とともに捕獲頭数も増えているが，水稲や野菜の捕食，畦畔の崩壊，農

地の掘り起こし等の農地被害も拡大しており，被害額以上に影響を及ぼしている。

・二ホンジカ

市全域において目撃情報及び捕獲頭数が増加しており，今後，農林作物被害の拡大が

懸念される。

・カワウ

近年，江合川，鳴瀬川流域で地元漁業協同組合が放流する時期に，アユの稚魚等の水

産物の捕食被害が増えている。

・その他

タヌキ，ハクビシンによる住宅及び住宅周辺農地の農作物被害や生活環境被害，ハシ

ブトガラス，ハシボソガラス，カルガモ，スズメによる水稲及び野菜等への被害も市

全域で確認されており，被害が拡大傾向にある。

指標 現状値（令和５年度） 目標値（令和９年度） 備考

ニホンザル
被害面積 － ａ

被害金額 － 千円

被害面積 － ａ

被害金額 － 千円

ツキノワグマ
被害面積 99 ａ

被害金額 426 千円

被害面積 79 ａ

被害金額 340 千円

イノシシ
被害面積 562 ａ

被害金額 5,738 千円

被害面積 450 ａ

被害金額 4,590 千円

二ホンジカ
被害面積 － ａ

被害金額 － 千円

被害面積 － ａ

被害金額 － 千円

タヌキ
被害面積 － ａ

被害金額 － 千円

被害面積 － ａ

被害金額 － 千円

ハクビシン
被害面積 4 ａ

被害金額 50 千円

被害面積 3 ａ

被害金額 40 千円

ハシブトガラス

ハシボソガラス

カルガモ

スズメ

被害面積 61 ａ

被害金額 636 千円

被害面積 49 ａ

被害金額 509 千円

カワウ
被 害 量 567 kg

被害金額 780 千円

被 害 量 454 kg

被害金額 624 千円

従来講じてきた被害防止対策 課題

捕獲等に関する

取組

・宮城県猟友会大崎支部（古川

分会，玉造分会，遠田西分会），

大崎市鳥獣被害対策実施隊に

よる被害鳥獣の捕獲。

・少子高齢化等により鳥獣被害対策

を担う大崎市鳥獣被害対策実施隊の

担い手確保が課題となっているな

か，対象鳥獣は増加しているため，
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（５）今後の取組方針

・箱わな，小型獣捕獲器の導入。 出役や見回り，わなの設置等の負担

が増加している。

・捕獲に必要な銃弾や各種資材，燃料

等の価格が高騰を続けており，捕獲

者の負担が増加している。

・イノシシ用のくくり罠によるツキ

ノワグマの錯誤捕獲が増えている。

防護柵の設置等

に関する取組

・農地への電気柵の設置を進め

るための導入支援。

・地区単位での農地への侵入防

止対策として，地域へのワイヤ

ーメッシュ柵の資材提供及び設

置に係る支援。

・刈払い等の環境整備やフェン

ス・柵などの物理的防護，ＣＤ・

鳥追いテープ・忌避剤など効果

的なものを農地周辺に設置。

・電気柵については，個人での設置が

多く，設置していない農地への被害

が増えている。

・ワイヤーメッシュ柵については，地

域合意のもと取り組みを進めてい

るが，対象鳥獣も生息域を拡大して

おり，今後も設置地区を拡大してい

く必要がある。

・花火弾や忌避資材等の使用につい

ての効果は一過性でしかなく，抜本

的な被害防止までは至っていない。

生息環境管理そ

の他の取組

・地域住民向けに，国の野生鳥

獣被害対策アドバイザーによる

有害鳥獣の生態や被害対策につ

いての研修会を開催。

・被害拡大を未然に防ぐためには多

くの市民の参加が重要であるが，対策

に対する意識に個人差があり，地域全

体での意識統一や取り組みを進める

ことが難しい。

ジビエ等の取組 ・捕獲した野生イノシシをジビ

エ利用することで，捕獲圧を高

めるとともに，地域資源として

活用。

・減容化施設で捕獲個体の処理

を行うことで，捕獲者の処理負

担を軽減。

・ジビエ事業の拡大に向け，安定的な

個体の確保や販売戦略，地域文化への

定着等を図っていく必要がある。

・豚熱の感染拡大への対応が必要。

・ニホンザル

近隣からの個体群の流入が危惧されることから，被害を未然に防ぐために，地域ぐ

るみで被害対策を実施していく体制づくりを整備していく。

・ツキノワグマ

被害が多く発生する地域で栽培されている飼料作物畑や果樹園においては，電気柵

等の設置による被害防止に努めるとともに，放任果樹や廃棄農産物などの誘引要素を

排除する取組も行っていく。

また，農林業水産業被害以外にも人畜等への被害の未然防止を図るため，関係機関

と連携し，爪痕・食痕等の被害痕や足跡，目撃情報などを的確に把握し，地域住民へ
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３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

（２）その他捕獲に関する取組

の周知及び立看板等による注意喚起など，被害防止のための必要な措置を講じてい

く。

・イノシシ

個体数の増加に伴い，鳥獣被害対策実施隊による銃器やわなでの捕獲頭数を増や

し，また，耕作地への侵入を防ぐ対策として，侵入防止物理柵や電気柵，ＩＣＴ捕獲

システムなど適切な防除対策と生息域周辺の適正な環境管理により，農作物被害の軽

減に努めていく

・二ホンジカ

個体数及び生息域が拡大傾向にあることから，今後の被害拡大を未然に防ぐため，

鳥獣被害対策実施隊による銃器及びわなによる捕獲を実施していく

・タヌキ，ハクビシン

市内全域で広範囲に生息しており，野菜や果樹等の農作物被害のみならず，住宅地

に出没し，生活環境被害も多く発生していることから，箱わなによる捕獲を実施して

いくとともに，研修会を開催し，生態や被害防止対策について多くの市民に周知して

いく。

・ハシブトガラス，ハシボソガラス

毎年春と秋に鳥獣被害対策実施隊による銃器での予察捕獲を実施しており，一定の

効果が示されていることから，被害の多い地区を事前に情報収集しながら重点的に予

察捕獲を実施していく。

・カワウ

江合川，鳴瀬川流域での内水面水産物の被害が多く発生しており，漁業協同組合等

関係者が花火弾等による追い払いと併せて鳥獣被害対策実施隊による銃器での駆除

も実施していく。

・大崎市鳥獣被害対策実施隊が地域ごとに捕獲体制を構築して捕獲を行う（市内７分隊

１６６人）。

・タヌキ及びハクビシンについては，被害を受けている農業者等が自ら捕獲できるよ

う，箱わなの貸し出しや鳥獣被害対策実施隊員による技術指導を行うことができる体

制を構築する。

年度 対象鳥獣 取組内容

令和７年度

～

令和９年度

ニ ホ ン ザ ル

ツキノワグマ

イ ノ シ シ

二 ホ ン ジ カ

タ ヌ キ

ハ ク ビ シ ン

・箱わな，小型獣捕獲器等の捕獲機材の導入

・ＩＣＴ捕獲システムを活用した捕獲活動の実施

・被害対策，捕獲技術に関する地域住民及び実施隊員を

対象とした研修会の開催

ハシブトガラス

ハシボソガラス

・鳥類による被害のおそれが見込まれる場合には，鳥獣

被害対策実施隊による予察駆除を実施し，被害が発生
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（３）対象鳥獣の捕獲計画

カ ル ガ モ

ス ズ メ

した場合は対処駆除を実施する。

カ ワ ウ ・追払いの実施や銃器による駆除

捕獲計画数等の設定の考え方

・対象鳥獣の捕獲計画については，宮城県第１３次鳥獣保護管理事業計画及び第二種特

定鳥獣管理計画における対象鳥獣の被害状況や個体分布，捕獲実施状況等の内容を踏

まえて設定する。

・ニホンザルについては，加美ポピュレーションと隣接していることから，第五期宮城

県ニホンザル管理計画による生息状況調査等を参考に市内で被害等が発生した場合

に設定する。

・イノシシ・二ホンジカについては，今後個体数の増加及び生息域の拡大が見込まれる

ことから，目撃情報や出没痕跡，捕獲実績や実施体制等を踏まえ設定する。

・ツキノワグマについては，第四期宮城県ツキノワグマ管理計画に基づき適正な保護管

理や捕獲等を実施する。

・その他対象鳥獣については，生息状況や被害実態を見極めながら捕獲計画数を設定す

る。

対象鳥獣
捕獲計画数等

令和７年度 令和８年度 令和９年度

ニ ホ ン ザ ル －頭 －頭 －頭

ツキノワグマ －頭 －頭 －頭

イ ノ シ シ １，２００頭 １，６００頭 ２，０００頭

二 ホ ン ジ カ ４０頭 ５０頭 ６０頭

タ ヌ キ ５頭 ５頭 ５頭

ハ ク ビ シ ン ５頭 ５頭 ５頭

ハシブトガラス

ハシボソガラス
３５０羽 ３５０羽 ３５０羽

カ ル ガ モ ２００羽 ２００羽 ２００羽

ス ズ メ １００羽 １００羽 １００羽

カ ワ ウ ５０羽 ５０羽 ５０羽

捕獲等の取組内容

・ニホンザル，ツキノワグマ，イノシシ及び二ホンジカについては，被害の実態に即し

て，銃器，箱わな・くくりわなを用いた捕獲を行う。

・タヌキ及びハクビシンについては，一年を通して市内全域において，小型獣捕獲器を

用いた捕獲を行う。
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（４）許可権限委譲事項

４．防護柵の設置等に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項

・ハシブトガラス，ハシボソガラス，カルガモ及びスズメについては，市内全域の水田

及び河川等で被害の多い地区を事前に情報収集しながら，銃器を用いて４月に春の予

察駆除，９月に秋の予察駆除を実施する。

・カワウについては，江合川・鳴瀬川流域において，被害の実態に即して銃器を用いて

駆除を行う。

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

該当者なし

対象地域 対象鳥獣

大崎市 ニホンジカ、アライグマ

対象鳥獣
整備内容

令和７年度 令和８年度 令和９年度

ニホンザル

ツキノワグマ

イ ノ シ シ

二ホンジカ

・ワイヤーメッシュ柵

20,000ｍ

・ワイヤーメッシュ柵

20,000ｍ

・ワイヤーメッシュ柵

20,000ｍ

対象鳥獣
取組内容

令和７年度 令和８年度 令和９年度

ニホンザル

イ ノ シ シ

二ホンジカ

・追上げ，追払い活動

の体制整備

・刈払いや不具合箇所

の点検・補修

・農作物収穫残渣や放

任果樹等の除去や追

払い用花火弾等の購

入による自己防衛の

強化

・追上げ，追払い活動

の体制整備

・刈払いや不具合箇所

の点検・補修

・農作物収穫残渣や放

任果樹等の除去や追

払い用花火弾等の購

入による自己防衛の

強化

・追上げ，追払い活動

の体制整備

・刈払いや不具合箇所

の点検・補修

・農作物収穫残渣や放

任果樹等の除去や追

払い用花火弾等の購

入による自己防衛の

強化

年度 対象鳥獣 取組内容

令和７年度

～

ニホンザル

イ ノ シ シ

・国の野生鳥獣被害対策アドバイザーによる有害鳥獣の生

態や被害対策についての研修会等を開催して多くの市民



7

６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがあ

る場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

（２）緊急時の連絡体制

〇通報・連絡体制

令和９年度 二ホンジカ への普及啓発を図ることで，被害拡大地域や市街地等での

地域ぐるみの環境対策に繋げる。

・一般市民や農林業者，地域団体等に向けた鳥獣被害防止

対策への支援等を行う。

関係機関等の名称 役割

大崎市 目撃情報や被害状況の確認，地域住民への注意喚起，捕獲

許可，関係機関との連絡調整

宮城県

（北部地方振興事務所）

捕獲に係る指導，支援及び許可

古川警察署・鳴子警察署 周辺警備，現場確認調査，地域住民への注意喚起，警察官

職務執行法に基づく措置

大崎市鳥獣被害対策実施隊 対象鳥獣の捕獲，見回り，追い払い

宮城県猟友会大崎支部 捕獲に関する情報等の提供，鳥獣捕獲の実施

・人身被害発生

・住宅地での出没

・緊急を要する事案

大崎市 古川警察署生活安全課

鳴子警察署生活安全課
夜間・休日対応

守衛→農村環境整備課

北部地方振興事務所

出動要請

住民への広報

支所（必要に応じ担
当部署に連絡）・巡

回
・防災無線

学校，自治会の周知

近接町との連携

（必要に応じ）

通報 通報

鳥獣被害対策実施隊

指導支援要請
（必要に応じ）

注意喚起

警戒態勢

（パトロール）



8

〇捕獲体制（現地）

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有効な利用に

関する事項

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法

・焼却処分する場合は，焼却施設の指示に従って処理する。

・捕獲現場で埋却処理する場合は，法令遵守に努め，適正に処理する。

・減容化施設で処理する場合は，施設の運用マニュアル等に従って処理する。

年間処理計画頭数：１，５００頭（令和９年度）

・カワウの捕獲個体は，胃の内容物分析を関係機関に依頼し，被害量・被害金額の把握

に努める。

食品 ・食肉処理加工施設において処理加工された精肉及び製造された

加工品等を販売店へ出荷する。

・販売店，飲食店及び宿泊施設等への販売拡大や加工品等の商品

開発を進めてブランド化を図るとともに，地域文化としての定

着を図る。

ペットフード ・食肉処理加工施設においてペットフード用として処理加工され

た精肉や加工品，食用に適さない肉，未利用部位等をペットフ

ード用として専門製造業者，販売業者等に出荷することを検討

する。

皮革 ・他施設の事例等を参考に，利活用について検討する。

その他

（油脂、骨製品、角

製品、動物園等で

・他施設の事例等を参考に，利活用について検討する。

④口頭捕獲許可

報

道

対

応

古川警察署

鳴子警察署

県自然保護課

北部地方振興事務所

①口頭許可申請

鳥獣被害

対策実施隊

（駆除依頼先）

鳥獣保護管理法適用内での捕獲

警察官職務執行法の命令捕獲

大崎市

農村環境整備課

（農村環境整備課長）

②状況報告

③許可の確認

⑤捕獲

⑥捕獲報告

⑧事後申請・許
可

⑨捕獲報告

捕獲報告

⑦捕獲報告
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（２）処理加工施設の取組

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組

９．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）協議会に関する事項

のと体給餌、学術

研究等）

安定的な個体の確保に取り組むことで対象鳥獣の捕獲圧を高めるとともに，「大崎ジ

ビエ」のブランド化や販路拡大，商品開発等を進めて地域経済の活性化に繋げていく。

・年間処理計画頭数：５００頭

・運営体制：公設民営（指定管理）

・衛生管理体制：食品衛生法及び野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針等を遵守し，国産

ジビエ認証の取得，解体処理残渣の適切な処理，国や県と連携した放射能及び豚熱の全

頭検査の実施など衛生管理の徹底を図る。

・有害鳥獣捕獲を担う大崎市鳥獣被害対策実施隊員を，ジビエ食肉として利用するため

に必要な捕獲の際の衛生管理や専門技術を学んだジビエハンターとして育成する。

・処理加工施設の職員について，施設運営・処理加工等に係る各種研修に積極的に参加

することで専門職員としての育成を図るとともに，若手職員や地域おこし協力隊を採

用しながら後継者の育成を図っていく。

協議会の名称 大崎市有害鳥獣被害対策協議会

構成機関の名称 役割

大崎市 協議会の総括・事務局を担当し，協議会に関する連絡調

整及び事業運営を担う

宮城県北部地方振興事務所 有害鳥獣対策関連の情報提供及び被害防止対策の指導

・支援を行う

古川農業協同組合

新みやぎ農業協同組合

いわでやま営農センター

みどりの統括営農センター

農作物被害状況等の情報収集及び組合員に対する鳥獣

被害防止に関する各種情報の提供・指導を行う

宮城県農業共済組合

中央支所

農作物被害状況等の情報収集及び組合員に対する鳥獣

被害防止に関する各種情報の提供・指導を行う

大崎森林組合 林業被害状況等の情報や，有害鳥獣の生息行動等に関す

る情報の提供を行う

宮城県猟友会大崎支部 有害鳥獣の捕獲に係る情報や有害鳥獣の生息状況に関

する情報の提供及び担い手育成確保を担う

江合川漁業協同組合

鳴瀬吉田川漁業協同組合

内水面水産物被害の情報や，カワウ生息状況等に関する

情報の提供を行う
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（２）関係機関に関する事項

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

東北大学大学院農学研究科附

属複合生態フィールド教育研

究センター

有害鳥獣の生息状況に関する情報の提供を行う。

関係機関の名称 役割

大崎市鳥獣被害対策実施隊 地域の被害状況の把握及び対象鳥獣の捕獲の実施，被害防

止等についての協力・支援

宮城のサル調査会 ニホンザルの生態や生息状況調査等の情報提供及び被害

防止対策に関する分析評価に伴う助言・指導

・平成２８年度に設置。

・隊員１６６名（令和６年度現在）。

・被害防止計画で定める対象鳥獣の捕獲，処理及び被害状況調査等を行う。

・ツキノワグマ，イノシシ，二ホンジカ，ハシブトガラス，ハシボソガラス，カルガモ，

スズメ，カワウの捕獲については，大崎市鳥獣被害対策実施隊による捕獲の実施及び

それに伴う隊員研修会を開催し，捕獲技術・知識の向上に努める。。

・ニホンザルについては，個体数増加による分裂や遊動域の拡大が予想される場合は，

近隣市町村と連携し，捕獲や追払いの体制整備を図る。

・ハクビシン，タヌキについては，被害を受けている農業者等に対し，環境整備や物理

的防護を指導したうえで，箱わなの貸し出しを行う

有害鳥獣被害防止施策の実施にあたっては，宮城県第１３次鳥獣保護管理事業計画及

び第二種特定鳥獣管理計画等との整合性を図りながら実施する。


